
□■労働衛生対策等研修会のご案内■□

テーマ：【労働者の健康保持に必要な課題１】
① 職場における熱中症の予防について

講師：産業保健相談員 大塚 尚寛 【岩手大学名誉教授、工学博士】

② 騒音障害防止のためのガイドラインの
改正について
講師：産業保健相談員 小山 正範
【（公財）岩手県予防医学協会 情報管理部次⾧、第１種作業環境測定士】

開催日時 令和６年５月１６日（木）
13：30～16：00（開場は、13：00）

開催場所 盛岡市 アイーナ 8階 802会議室

対 象 者 衛生管理者、衛生推進者、保健師、
看護師、人事労務担当者、事業主 他

募集定員

受 講 料 無料

申込方法

会場参加 10名 / Web参加 10名
（募集定員を超え次第申込みを締め切らせていただきます。）

QRコードからもどうぞ

◆ 熱中症は「きちんと対策を行う、適切な処置を行う」ことで防げたり、軽症で済ますことが出来る災害です。ですが、対
策を怠ったり、適切な処置を行わないと、取り返しのつかない重い災害になることもあります。ここ数年、スポーツの世界
では一般的な「救急車が到着するまで、全身に水をかけ急速冷却する」ことが、職場でも求められています。正しい、新し
い情報を得て、職場の熱中症対策に万全を期しましょう。
◆ 「騒音障害防止のためのガイドライン」は、平成４年に策定された後、令和５年医、約30年ぶりに改訂されました。新
しいガイドラインでは、①騒音障害防止対策の管理者の選任、②管理者・労働者への教育、③聴覚保護具の選定などが改訂
されています。「そもそも、騒音作業場って?騒音作業場はあるけど、どう管理すれば良いの?」というようなお悩みはあ
りませんか?一度失われた聴力は元に戻りません。新しいガイドラインに基づいた適切な対策を講じ、騒音障害を防止しま
しょう。


